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演題名
TFCC fovea損傷に対しSutureTapeを使用した
  鏡視下経尺骨垂直結節縫合の治療経験
久留米大学　整形外科
○筆頭演者名　吉田史郎 (よしだしろう)、松浦充洋、小倉友介、西村大幹、平岡弘二
【目的】
TFCC fovea断裂に対し、SutureTape（Arthrex）を使用した鏡視下経尺骨垂直結節縫合の臨床結果を評価すること。

【対象と方法】
2019年から2024年までに当院で治療し、12か月以上経過観察できたTFCC fovea損傷の13例を対象とした。平均年齢は30歳（17～45歳）、男性7例、女性6例で、観察期間は平均12か月であった。手術は関節鏡視下で行い、術後のシーネ固定期間は初期は4週間、後期は外固定なしで平均2.5週間（0～4週間）とした。術後評価項目は疼痛（VAS）、手関節の可動域、握力、Quick DASHスコア、術後合併症の有無であった。

【結果】最終追跡調査では、回内回外の可動域および握力が改善し、全症例で遠位橈尺関節（DRUJ）の安定性が得られた。疼痛の平均VASは6.7から1.2に減少し、Quick DASHスコアは46から1.2に改善した。尺骨plus variance（3.5 mm）の1例は疼痛が改善せず、12か月後に尺骨短縮術を施行したが、手術に関連した合併症はなかった。

【結語】
SutureTapeを用いた鏡視下経尺骨垂直結節縫合は、手技は簡便でTFCC fovea断裂に有効であり、疼痛軽減、機能改善、DRUJの安定性に寄与した。外固定期間を短縮しても成績不良例はなく、治療において外固定期間短縮が可能と示唆された。

